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タングステン・カーバイド合金製造工場で， n-ヘキサン曝露濃度時間加重平均値58土 41 (S. D.) 
ppm の配合・乾燥工程従事者から曝露群として 14名を抽出した(曝露年数平均 6.2年， 1 ~12年)。一
方n-ヘキサン曝露のない焼結工程従事者から対照群として14名を抽出した。これらの被検者の抽出に
際しては， n-ヘキサン以外で末梢神経機能に影響を及ぼし得る諸要因を考慮し，以下の諸条件を付し
た上で，両群聞の年令構成を合致させた。 1 )年令・性別， 20~50才男， 2) n-ヘキサン以外の神経










の運動・知覚・反射に関する 24項目の検査を行なった。結果， 1 )片足跳躍力で調べた下腿屈筋群の

















J. B., 1964) の病像と一致する。
(2) 従来報告されて来た n-ヘキサン高濃度被曝時に見られる多発神経炎と比較して，本研究の曝露群
に見られた末梢神経障害は， 1)EMG で異常を認めず， 2) 神経伝導遅延は軽微であることを特
徴とした。これらは，低濃度長期曝露に伴う障害では，線維再生機転が著しく働いていることを示
唆する。
(3) 一日八時間， 100ppm以下の n-ヘキサン曝露でも，軽微で、はあるが，末梢神経障害をきたすこと




n-ヘキサン低濃度暴露 (6Oppm ， 6 年)による神経症状は，大径末梢神経線維の障害と関連づけら
れ，神経伝導異常は下肢末端にみられることが明かにされた。 n・ヘキサン高濃度暴露による多発神経
炎と比べて ①EMGで異常が認められず ②神経伝導遅延は軽微であることが特徴的であった。
本研究は， n- ヘキサンの現行許容濃度勧告値100ppm (ACGIH等)はさらにヲ|き下げられるべきで
あることを主張すると同時に， n-ヘキサン労働者に潜在性末梢神経障害が蔓延している可能性を示唆
する，労働衛生学上注目に値するものと考える。
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